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「
天
が
与
え
て
下
さ
っ
た
こ
の
機
会
を
得
ず
ん

か
え

わ
ざ
わ
い

ば
、
反
っ
て
そ
の
殃
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

と
き
す
で

し
ょ
う
。
時
既
に
至
れ
り
。
い
ち
早
く
大
兵
を
率

き
な
い

い
て
、
旗
を
畿
内
に
進
め
、
天
下
を
一
つ
に
定
め

か
ん
せ
い
ち
ょ
う
し
ゅ
う
し
ょ
か

ふ

る
べ
し
」（
井
伊
直
政
譜
／
寛
政
重
修
諸
家
譜
）。

関
ヶ
原
前
夜
、
江
戸
城
で
は
重
臣
た
ち
が
集
ま

り
、
西
軍
と
の
戦
い
方
に
つ
い
て
議
論
が
紛
糾
し

て
い
た
。「
譜
代
の
臣
た
ち
を
集
め
、
箱
根
を
し
っ

か
り
守
ら
せ
る
こ
と
こ
そ
徳
川
が
生
き
延
び
る
最

良
の
方
法
」
と
い
う
意
見
に
対
し
、
直
政
が
重
い

口
を
開
い
た
の
だ
。
こ
の
言
葉
に
家
康
公
は
意
を

決
し
、
西
軍
と
の
決
戦
に
挑
ん
だ
。
直
政
は
先
陣

を
切
り
、
赤
備
え
隊
の
先
頭
に
立
っ
て
敵
陣
に
斬

り
込
ん
で
い
く
。
正
に
「
赤
鬼
」。
こ
の
石
像
は

そ
の
時
の
直
向
き
な
姿
で
あ
る
。

徳
川
四
天
王
の
中
で
も
異
彩
を
放
つ
の
が
井
伊

直
政
だ
。
い
わ
ゆ
る
「
三
河
譜
代
」
の
家
臣
で
は

い
い
の
や

な
く
、
よ�

そ�

者�

で
あ
る
。
出
生
は
遠
江
国
井
伊
谷

い
な
さ

（
現：

浜
松
市
北
区
引
佐
町
一
帯
）
で
あ
り
、
古

じ
と
う
し
き

く
か
ら
続
く
地
頭
職
※

の
家
柄
だ
っ
た
。
直
政
は

十
五
歳
で
家
康
公
に
仕
え
て
か
ら
、
終
生
そ
の
側

近
と
し
て
忠
節
を
尽
く
し
、
絶
大
な
る
信
頼
を
得

り
ゅ
う
え
い
ひ
か
ん

た
の
だ
。
結
果
と
し
て
『
柳
営
秘
鑑
』※
に
は
、

井
伊
氏
は
「
岡
崎
譜
代
」
に
類
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
直
政
は
徳
川
の
外
交
官
と
し
て
の
優
れ
た
一

面
も
持
つ
。
関
ケ
原
の
合
戦
後
、
豊
臣
系
の
大
名

と
確
か
な
交
渉
を
重
ね
な
が
ら
そ
の
領
地
配
分
を

決
定
し
て
い
っ
た
と
さ
れ
る
。
秀
吉
の
遺
児
秀
頼

が
健
在
の
中
で
、
反
乱
の
火
種
を
抱
え
た
ま
ま
の

し
お
き

大
名
仕
置
だ
。
彼
ら
に
と
っ
て
不
本
意
な
領
地
替

え
で
あ
れ
ば
、
い
つ
ま
た
天
下
の
騒
乱
が
勃
発
す

る
と
も
限
ら
な
い
状
況
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
結
果

り
ょ
う
ぜ
ん

は
後
に
起
き
た
大
坂
の
陣
を
見
れ
ば
瞭
然
。
誰
一

人
、
豊
臣
方
に
従
う
大
名
は
現
れ
な
か
っ
た
。
―

想
像
が
つ
く
。
直
政
の
交
渉
は
濁
り
の
な
い
、
偽

り
の
な
い
、
正
に
直
向
き
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違

い
な
い
。
そ
し
て
そ
の
眼
差
し
の
先
に
は
家
康
公

の
幕
府
創
設
が
あ
っ
た
の
だ
。

※
地
頭
職
…
…
幕
府
が
国
衙
領（
公
領
）を
管
理
す
る
た
め
に

置
い
た
武
士
の
職
位
。

戦
国
時
代
に
は
次
第
に
独
立
し
て
い
っ
た
。

※
柳
営
秘
鑑
…
幕
府
の
行
事
や
武
士
た
ち
の
格
式
な
ど
を

記
し
た
も
の

文
／
市
橋
章
男
氏

表
紙
デ
ザ
イ
ン
／
生
田
薫
氏

井伊直政像（中央緑道 天下の道）

ひ
た
む

赤
鬼
直
政
、
そ
の
直
向
き
な
眼
差
し
の
先
に

［中央緑道 天下の道］ ●岡崎市康生通南3 ●名鉄東岡崎駅から徒歩10分
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「気づき」から「実践」まで。職員が会員の皆様に寄り添い、経営のご相談をお受けしています。

企業情報

就
職
情
報
室
を
ど
の
よ
う
に
活
用

し
て
い
ま
す
か
？

従
業
員
の
平
均
年
齢
が
上
が

り
、
会
社
の
将
来
を
見
据
え
、
若

手
人
材
確
保
の
た
め
１
年
半
前
か

ら
新
卒
採
用
を
本
格
的
に
始
め
ま

し
た
。
そ
れ
ま
で
専
属
の
採
用
担

当
者
が
お
ら
ず
、
ノ
ウ
ハ
ウ
や
最

近
の
動
向
を
知
る
う
え
で
就
職
情

報
室
の
セ
ミ
ナ
ー
が
役
立
ち
ま
し

た
。
そ
の
後
、
合
同
企
業
説
明
会

に
参
加
。
安
価
で
参
加
し
や
す
い

た
め
２
回
出
展
し
、
内
定
に
は
い

た
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
１５
名
の

方
が
着
座
。
約
半
数
が
会
社
説
明

会
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
大
学
と
の
パ
イ
プ
づ
く

り
に
産
学
懇
談
会
（＝

企
業
人
事

担
当
者
と
大
学
キ
ャ
リ
ア
担
当
者

と
の
情
報
交
換
会
）
へ
参
加
し
ま

し
た
。
弊
社
従
業
員
の
出
身
大
学

に
は
訪
問
し
て
い
ま
し
た
が
、
産

学
懇
談
会
で
は
、
大
学
担
当
者
と

直
接
名
刺
交
換
し
、
大
学
の
雰
囲

気
や
担
当
者
の
人
柄
を
知
れ
た
の

で
、
社
風
に
共
感
い
た
だ
け
そ
う

な
学
生
さ
ん
の
い
る
大
学
に
訪
問

で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
弊
社
の

求
め
る
人
物
像
を
明
確
に
伝
え
た

こ
と
で
、
自
社
に
合
う
学
生
を
紹

介
し
て
い
た
だ
き
、
今
年
４
月
入

社
の
内
定
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

就
職
情
報
室
以
外
の
取
り
組
み
は

あ
り
ま
す
か
？

手
応
え
を
感
じ
た
の
は
「
人
材

紹
介
」
で
す
。
２
０
２
２
年
入
社

は
民
間
人
材
会
社
の
紹
介
で
決
ま

り
ま
し
た
。
中
途
採
用
は
、
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
と
し
っ
か
り
相
談
し
、

無
料
で
活
用
で
き
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
や
求
人
サ
イ
ト
で
成
果
が
出
て

い
ま
す
。
採
用
は
奥
深
く
、
自
社

を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
く
方
法
を
日
々
模
索
中
で
す
。

こ
れ
か
ら
取
り
組
み
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

若
年
層
が
情
報
収
集
で
活
用
す

る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
に
注
力
し
て
い

き
た
い
で
す
。

２
０
２
５
年
卒
か
ら
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
ル
ー
ル
変
更
が
あ

り
、
受
入
態
勢
の
整
備
が
課
題
で

す
が
、
大
学
の
関
心
も
高
ま
っ
て

お
り
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
。

真和建装㈱
［代表者］代表取締役社長 杉浦 晴英 さん
［所在地］合歓木町字郷東144-1 ☎43-3214
［事業内容］塗装・防水・リフォーム事業

自社開発シート建材「マハール」の製造・
販売・施工

企業の存続・成長に欠かせない採用活動。しかし、学生・求職者が優位の売り手市場が続き「募集しても
人が集まらない」という悩みをよく伺います。また、求人ツールや求職側の動きが多様化し、採用担当者
の負担が年々増加していると感じます。今回は、人材採用・定着をサポートする本所 就職情報室を活用
し、採用ポイントを絞った活動で成果を出されている真和建装㈱の取り組みを取材しました。

求める人物像のポイントを明確に絞った採用

総務企画部 人材支援担当 ☎53-6165

採用担当 柴田 理恵 さん

産学懇談会をきっかけに企業様が大学と直接つながりを得られたことがとても嬉し
いです。
採用活動は、日々変化していきます。SNSでのPRやインターンシップの導入など
様々なことに挑戦し、自社に合った採用活動を見つけていただけるよう本所事業を
充実させていきたいです。

角岡 拓海
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蒲郡・岡崎・西尾の観光情報をお届けします。

「どうする家康  岡崎  大河ドラマ館」入場券の半券、もしくは
年間パスポートを蒲郡・岡崎・西尾の参加店舗で提示いただくと、

が受けられます。

■岡崎エリアの参加店舗
味波 岩津店 / 暴れん坊チキン / うなぎと和食 おぎ乃 / お休み処 いちかわ / カクキュー八丁味噌の郷(ソフトクリーム売り場)
昭和モダン珈琲 茶楽音。 伝馬通店 / 大正庵釜春 本店 / 天然にがり寄せ豆冨と釜めし 魚信 / とろ～り卵のオムライス さん太
Nippon食の森 あざれあ / 道の駅藤川宿 屋外露店コーナー / 八千代本店

第２弾
１月２１日（土）▶５月３１日（水）

大河ドラマ館（岡崎）
来場者特典
キャンペーン

詳細は
コチラ

受けられま

※イメージ

が

おぎ乃 / お休み処 いちかわ

が

※イメ

担当　広報観光担当　杉本・林結花　☎53-6161

三河観光GON　蒲郡(G)・岡崎(O)・西尾(N)の商工会議所と観光協会で組織し、広域連携で情報発信や交流人口増加を図る活動をしています。
三河中央エリア経済会議　三河湾岸中央部と内陸地域の経済団体相互の連携を図り、人・物・情報のネットワーク化を通じて地域の発展に寄与することを目的に活動しています。

主
催

大河ドラマ館の後は
お得なサービスが待っている！

顧
客
の
声
か
ら
大
ヒ
ッ
ト
商
品
が
誕
生
！

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
話
題
沸
騰「
着
る
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ
ン
」

㈲
タ
キ
コ
ウ
縫
製

昭
和
４７
年
創
業
の
タ
キ
コ
ウ

縫
製
は
、
ビ
ー
ズ
ク
ッ
シ
ョ

ン
・
介
護
用
品
・
イ
ン
テ
リ
ア

商
品
な
ど
の
製
造
・
販
売
を
手

掛
け
、
お
客
さ
ま
の
「
心
地
よ

さ
」
を
追
求
し
た
�
も
の
づ
く

り
�
を
し
て
い
ま
す
。

創
業
以
来
、
Ｏ
Ｅ
Ｍ
（
相
手

先
ブ
ラ
ン
ド
製
造
）
を
主
体
と

し
て
い
た
同
社
は
、
平
成
２０
年

か
ら
自
社
ブ
ラ
ン
ド
「
ハ
ナ
ロ

ロ
」
を
立
ち
上
げ
、
ユ
ー
ザ
ー

（
一
般
消
費
者
）
へ
の
直
接
販

売
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ｔ
Ｖ

で
話
題
の
「
着
る
ビ
ー
ズ
ク
ッ

シ
ョ
ン
」
で
す
。
開
発
秘
話
を

広
報
担
当
の
滝
川
昇
吾
さ
ん
に

伺
い
ま
し
た
。「
こ
の
商
品
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
イ
ベ
ン
ト
で
着
用

す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
２７
年

に
開
発
し
た
も
の
で
す
。
着
用

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
際

�
ぜ
ひ
家
に
も
欲
し
い
！
�
と

い
う
お
声
を
多
く
い
た
だ
き
、

社
長
が
「
こ
れ
は
イ
ケ
る
！
」

と
経
営
者
と
し
て
の
�
直
感
�

で
商
品
化
を
決
定
。
そ
の
後
、

昨
年
１２
月
２５
日
に
販
売
す
る
も

今
年
の
１
月
２４
日
ま
で
さ
っ
ぱ

り
売
れ
ず
…
。
し
か
し
、
１
月

２５
日
に
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
投
稿

が
バ
ズ
り
（＝

短
期
間
で
爆
発

的
に
話
題
が
広
が
る
こ
と
）、

２
月
末
現
在
、
累
計
２
’

５
０

０
個
以
上
の
注
文
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
内
自
社
工
場
で
一

つ
一
つ
手
作
り
の
た
め
、
一
ヶ

月
待
ち
と
な
っ
て
い
ま
す
。
多

く
の
反
響
に
驚
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
皆
さ
ま
に
喜
ん
で
い
た

だ
け
る
商
品
を
開
発
し
て
い
き

ま
す
！
」
と
話
し
ま
す
。

そ
の
他
、
ア
ウ
ト
ド
ア
や
イ

ン
テ
リ
ア
グ
ッ
ズ
も
生
産
。
ま

た
、
ク
ッ
シ
ョ
ン
素
材
の
発
泡

ビ
ー
ズ
を
回
収
・
再
利
用
す
る

な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
積
極
的
に

取
り
組
む
同
社
の
今
後
に
注
目

で
す
。

（
取
材
／
広
報
担
当

杉
本
）

㈲タキコウ縫製
［所在地］日名中町4-8 ☎22-3993
［従業員数］18名
［事業内容］インテリア商品、介護用品の開発・製造・販売

代表取締役 従業員 広報担当
滝川 進 さん 佐藤 綾 さん 滝川 昇吾 さん

発泡ビーズを回収・再利用した「鉢カバー」など
SDGsにも取り組む
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ぜひ
ご参加ください！部会例会

新たな発見・広がる交流の輪
まもなく
開催

　セミナーや視察会、説明会を通じて、
企業経営・課題解決に役立つ例会を企画しています。
　　　ぜひ、ご参加ください！

専務理事　山中 賢一

部会開催レポート

交流会 部会員大交流会

部会員同士の交流を深め、今後の商売繁盛につなげるこ
とを目的に開催。第1部のPRタイムでは、持参したパンフ
レットや商品をもとに自社の経営理念や強みなどを紹介し
ました。第2部の交流会では、初めて参加した方から「商
品やサービスのことだけでなく、経営についての話もでき
た。地域のつながりは大切だと感じた。」と感想をいただ
き満足度の高い例会となりました。

▲PRタイムは1社2分で熱いトークを披露 ▲参加者同士で活発に交流

商業部会［令和4年12月20日開催 参加者18名・16事業所］

説明会・視察会
今どきの部下育成～部下の褒め方・しかり方～
ローカル複合施設「NEKKOOKAZAKI」

タスケット

+Ket 叱り方トレーナー 塩見隆行氏を講師に招き開催。
怒りの感情と上手に付き合うためのスキルであるアンガー
マネジメントと部下の褒め方・しかり方のポイントについ
て、最近の若者の特性をふまえ学び、職場のコミュニケー
ションについて改めて考える機会となりました。
また、昨年7月にNTT西日本岡崎ビル1階にオープンし
た「NEKKO OKAZAKI」を視察。同施設は「暮らしの充
実のきっかけづくり」をコンセプトに、ベーカリーやクラ
フトビール店、子ども
向けのものづくり教室
などが出店。施設はレ
ンタルスペースとして
も利用可能。岡崎市の
QURUWA戦略の中に
ある新たな地域活性の
現場を視察しました。

情報文化部会［2月3日開催 参加者24名・23事業所］

交

通

説明会

岡崎市内の道路状況

3/14火
14:00～15:15

会場：岡崎商工会議所
講師：岡崎市 土木建設部 ご担当者様
会費：無料（但し事前申込が必要です）

【担当：神谷貴博・林みずほ ☎53-6500】

理

財

視察会・交流会

どうする家康岡崎大河ドラマ館・岡崎城

3/17金
14:30～19:30

視察先：どうする家康 岡崎 大河ドラマ館
岡崎城

講 師：岡崎ふるさと歴史教室 主宰
歴史研究家 市橋 章男 氏

交流会：天然にがり寄せ豆冨と釜めし 魚信
会 費：6,000円（視察会のみの方は無料）
定 員：20名

【担当：三ッ矢・中垣 ☎53-6161】

青
年
部

卒業生を送る会

愛と感謝と仲間とともに

3/9木
17:30～20:30

会場：岡崎商工会議所
会費：無料（但し事前申込が必要です）

ご卒業（51歳の定年退会）されるメンバーを
青年部だより（本誌11ページ）にてご紹介
しています。

【担当：高田 ☎53‐6164】

食
品
・サ
ー
ビ
ス

視察会・交流会 貸切バスで移動

日本酒を中心として、地域課題を新たな価値に

3/15水
14:10～20:00頃

視察先：㈾柴田酒造場
交流会：一升（いちます）
会 費：7,000円

（視察会のみの方は1,000円）
定 員：20名

【担当：板倉・林結花・松岡 ☎53-6161】

情
報
文
化

視察会・交流会 貸切バスで移動

桶狭間古戦場公園・長福寺・大高城・有松

3/13月
13:00～20:00

視察先：桶狭間古戦場公園・長福寺・
大高城・有松

講 師：岡崎ふるさと歴史教室 主宰
歴史研究家 市橋 章男 氏

交流会：うを勝
会 費：7,000円

（視察会のみの方は2,000円）
定 員：23名

……………………………………………………………………
特別例会 ／見学交流会 現地集合・解散

静岡市歴史博物館・どうする家康静岡大河ドラマ館・浮月楼

3/24金
10:00～14:30

視察先：静岡市歴史博物館
どうする家康 静岡 大河ドラマ館
浮月楼

会 費：16,000円

【担当：箕浦・山本 ☎53-6165】

●記載の会費は、お一人分の金額です。
●ご参加いただける方は事前にお申込みください。
●例会には他部会の方も参加可能です。
但し、青年部・女性部の例会には所属の方に限ります。

▲レンタルスペースを利用して説明会を開催

岡崎商工会議所会報 2023.310



青年部だより青年部だより青年部だより
『真時代突入』さあ、走り出せ！ 走り続けろ！令和４年度スローガン令和４年度スローガン

次代の地域経済を担うニューリーダーの育成を目指し、
『自己研鑽』『相互啓発』『地域振興』の３つの活動を
大きな柱に、活発な交流、研修活動を行っています。

No.5

青年部事務局：高田　☎53-6164

入会希望の方は
こちらのホームページより200名以上のメン

バーに出会える場所
200名以上のメン

バーに出会える場所
卒業予定者の皆さんニャ～
みんなでお祝いするニャ～

女性経営者としての資質を磨き、
相互の交流・啓発を目的に活動しています。

会員数：79名（2023.2.20 現在）

No.5

歩みを止めず繋がりを守る
～また出たいと思える女性部に～

メンバーが活動をつづる
女性部ブログもご覧ください

Member

女性部事務局：平岩佳奈　☎53-6164

会員募 集中

Report

令和４年度スローガン令和４年度スローガン

真
福
寺
で
ご
祈
祷
の
後
、
重
要
文
化
財
で

あ
る
白
鳳
時
代
の
仏
頭
等
の
素
晴
ら
し
い
寺

宝
を
拝
観
し
、
竹
膳
料
理
を
和
気
あ
い
あ
い

と
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

１
月
２１
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
大
河

ド
ラ
マ
館
に
行
き
「
徳
川
家
康
公
と
三
河
武

士
」「
ド
ラ
マ
に
登
場
す
る
衣
装
・
小
道
具
」

等
、
沢
山
の
コ
ー
ナ
ー
を
見
学
し
、
岡
崎
城

で
は
臨
場
感
あ
る
Ａ
Ｒ
体
験
等
大
変
興
味
深

く
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
例
会
で
し
た
。

▼
イ
ル
チ
ブ
レ
イ
ン
ヨ
ガ
岡
崎
ス
タ
ジ
オ
代
表

明
大
寺
本
町
４‐

１１
駅
前
Ｐ
Ｅ
Ｎ
ビ
ル
３
Ｆ

☎
２８‐

９
９
２
５

ヨ
ガ
教
室
運
営

「
脳
教
育
」を
基
に
し
た
ブ
レ
イ
ン
体
操
、

呼
吸
瞑
想
で
、体
力
・
心
力
・
脳
力
を
高
め

て
、人
間
と
し
て
の
総
合
的
な
成
長
を
図

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

女
性
部
は
、新
米
の
委
員
長
を
会
長
経
験

者
た
ち
が
、優
し
く
支
え
る
素
晴
ら
し
い

体
制
が
整
って
い
ま
す
。

ま
た
、ど
の
例
会
も
学
び
と
笑
顔
に
溢
れ

て
い
て
、ご
年
配
の
会
員
や
新
会
員
に
対

し
て
も
さ
り
げ
な
く
フ
ォ
ロ
ー
さ
れ
て
い
る

先
輩
の
姿
に
は
、本
当
に
感
動
し
ま
す
。

学生の頃の部活動

演劇部

最近読んだ本

「TAO」 一指 李承憲

趣味・特技

旅行・観劇

地
域
活
性
化
委
員
会
委
員
長

い
そ
が
い

て
る
え

磯
谷
照
枝
さ
ん

小野悟君
小野玉川堂

杉浦照枝君
てるてるKids Club

峯田和幸君
㈱麩屋万

荻野恵二君
㈲オギノアートデザイン

清水裕司君
㈱シミズ

松岡聡一君
遊花夢

大見智基君
白濱建設㈱

小林昌樹君
㈲コバヤシ美装

花市佳明君
㈱花市電子顕微鏡技術研究所

仰木香り君
SABALLC�同

小塚幸美君
㈲JOE

中根信也君
㈱NECS

岩間貴之君
㈱松屋コーヒー店

神谷浩君
㈱アイギス

都築真琴君
都築法律事務所

犬塚大策君
㈱六本木

加藤雄一郎君
㈱花徳

土屋宏之君
土屋商店㈲

1月例会
1/26㊍ 10:00～15:30
真福寺・大河ドラマ館・岡崎城

卒
業
生
を
送
る
会

〜
愛
と
感
謝
と
仲
間
と
と
も
に
〜

日
時：

３
月
９
日（
木
）
１７
時
３０
分
〜

会
場：

岡
崎
商
工
会
議
所
大
ホ
ー
ル

3月例会

事業
案内
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本所では、2023年大河ドラマ「どうする家康」の放送決定を契機として
岡崎の魅力ある地域資源をさらに全国へ発信し、岡崎への一層の誘客を
図るために会員事業所全体で盛り上げていきます。

特
設
サ
イ
ト

もっと岡崎、
きっと家康

観
光
客
へ
の
お
も
て
な
し
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
へ
の
地
域
の
魅
力
再
発
見
と

域
内
観
光
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
　
　
　

青
年
部　

青
山
提
言
委
員
長

徳川家康公ゆかりの地 静岡・浜松より多数参加
全国家康公ネットワーク岡崎視察交流会

去る2月6日（月）、静岡・浜松の市・商工会議所の方々
をお招きし、岡崎視察交流会を開催しました。（参加者：
52名）家康公生涯の旗印「厭離穢土欣求浄土」を授かっ
た大樹寺での見学会に始まり、歴史卓話会と八丁味噌会
席による昼食交流会を開催。春の兆しを感じる岡崎公園
では、大河ドラマ館や岡崎城を案内し、家康公で結ばれ
る3市の情報交換と親睦が図られる機会となりました。

『大願成就の街おかざき』マップ完成
～岡崎商工会議所青年部～

岡崎市は徳川家康公が戦に敗れ、自害しようとしたとこ
ろを大樹寺の住職に諭され、決意を新たに、天下泰平を
願い、その願いを成就させた街。
市内に点在するゆかりの神社仏閣（8箇所）を起点に、
周辺地区の魅力あるスポットやお店の情報をマップで紹
介しています。

本所創立130周年企画
家康公岡崎絵巻オリジナル手拭い販売

岡崎在住のペン画家 柄澤照文氏により、岡崎在城時代の家康公に
まつわる出来事が素朴に可愛く描かれ、生誕地 岡崎ならではの
デザインです。
岡崎の手土産や会社行事のプレゼントなど幅広くご利用ください。

店頭でのお取扱いをご希望の場合は、担当者までご連絡ください。

担当 広報観光担当 林・加藤・杉本・松岡 ☎53-6161

大樹寺本堂にて中村貫主のお話

岡崎ニューグランドホテルにて

岡崎で誕生した徳川家康公。6才で人質に出され、19才でふるさと岡崎
に戻りました。その後、浜松に拠点を移すまでの岡崎城主であった10年
間（19才から29才）の家康公の足跡がお楽しみいただけます。

特別販売（本所会員限定）
10枚セット 7,700円（税込）

限定品
1枚 1,100円

（税込）

Googleマップを活用して
現在地からの行き方も確認できます

岡崎公園観光案内所土産館へ設置
歴史卓話会
「三河武士のふるさと、岡崎
～“チーム家康”の原点～」
講師 岡崎ふるさと歴史教室

主宰 市橋章男先生
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